
.7
45.5 0 - - - 0.0

01010100  つながり支え合う、市民主体の地域づくり

滝沢市に愛着がある人の割合
1

70.5 72 73.5 75 75 -
％ 68.9

71.3 0 - - - 0.0

01010200  安全で安心できるまちづくり

災害に強いまちだと感じている人の割合
2

47 47.6 48.2 48.8 48.8 -
％ 46.4

44 0 - - - 0.0

01010200  安全で安心できるまちづくり

子どもが安全に通学できると感じる人の割合
3

68.3 68.9 69.5 70.1 70.1 -
％ 67.7

71.8 0 - - - 0.0

01010300  自然と共生し、資源を大切にする生活環境づくり

一人1日当たり家庭系ごみ排出量
4

473 465 457 448 448 -
g 481

488 0 - - - 0.0

01010400  環境変化に対応し、安心で信頼される窓口づくり

窓口での説明がわかりやすく対応が良いと感じている人の割合
5

78 79 80 80 80 -
％以上 72.4

74.7 0 - - - 0.0

政    策 :

担当部長職・氏名

１．政策の実現状況を明らかにする

(２) 政策に関連する指標の状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No 政 策 関 連 指 標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 政策を構成する施策及び関連する指標の状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 関 連 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ａ 最終更新日：令和  8年 2月 4日 1頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０１ やさしさと絆で結ばれた、みんなで支え合い共に行動するまち

市民環境部長  高橋　克周

(1)この政策が前期基本計画期間で目指すまちの姿と、基本構想が目指す状態との関連
【この政策が前期基本計画期間で目指すまちの姿】

お互いを思いやり個性や多様性を尊重し合うとともに、つながりによる絆を深めながらお互いを支え合い、市民一人一人が

安全で安心な住み良い地域の未来を考え、共に行動しているまちを目指します。

【基本構想が目指す状態（やさしさに包まれた滝沢）との関連】

「やさしさと絆で結ばれた、みんなで支え合い共に行動するまち」の実現を目指すためには、市民のライフスタイルが多様

化する中、地域での生活や様々な活動において、お互いを思いやり一人一人の個性を尊重しながらあらゆる世代がかかわり

つながることは、持続可能な社会を構築していくためには重要と考えます。また、地域で様々な人や団体とのつながりを保

ちながら暮らし、共に支え合い主体的に行動するための地域活動を支援することは、「かかわりによる市民主体活動を後押

しできる環境づくり」に繋がるものです。

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 9年度

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 9年度

指
標
１

地域とつながっていると感じている人の割合

1 43.3 43.9 44.5 45.1 45.1 -
％ 42



け

スタイルへの転換など

た

の機運醸成に努め

、第

取

1次滝沢市環境基本計

組

画の推進を図ります。

を

・国が推進するデジタ

決

ル政策への適切な対応

定

を図るとともに、市民

す

にやさしい窓口を推進

る

します。

様式Ａ 最終更新日：令和  8年 2月 4日 2頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０１ やさしさと絆で結ばれた、みんなで支え合い共に行動するまち

市民環境部長  高橋　克周

自治会や地域コミュニティ基本条例に基づく市内11の地域づくり懇談会等による地域活動、自主防災組織による避難訓練等

の活動は、新型コロナウイルス感染症の影響を受ける前の状況に戻

政

ってきたと捉えていま

 

す。しかし、活動を支

 

える役員の

高齢化や担

 

い手不足などの課題は

 

あり、活動する団体の

策

負担軽減や活動の拠点

:

となる施設の改修等も

担

行いながら、将来にわ

当

たり市民主体の地域づ

部

くりが持続可能となる

長

よう、「つながり」と

職

「かかわり」の強化に

・

繋がる活動の支援を継

氏

続する必要

があります

名

。

・人口減少や少子化

２

、高齢化が進む中で、

．

市民の暮らしや価値観

政

も多様化しています。

策

・地球温暖化の防止、

の

循環型社会の構築、自

実

然環境の保全、猛暑へ

現

の対応等を検討しなが

に

ら、持続可能な地域づ

向

くりを進め

ることが必

け

要です。

・集中豪雨な

た

どによる大規模な自然

現

災害や岩手山の火山活

状

動、犯罪認知件数の増

を

加など、市民の安全で

認

安心な日常生活へ対

し

識

ての脅威が増していま

す

す。

(１) 政策が、

る

令和 6年度から令和

(

 9年度までの４年間

１

で取り組む事（前期基

)

本計画期間内の取組）

 

自らが暮らす地域をよ

政

り良くするため、将来

策

にわたって市民主体の

の

地域づくりが持続可能

進

となるよう、様々な情

捗

報発信や活

動内容の周

状

知を行いながら、多く

況

の市民が、地域活動へ

分

の関心を高めるととも

析

に、人と地域の多様な

(

つながりによるやさし

２

さの循環と賑わいの創

)

出、あらゆる世代の市

 

民が支え合い共に行動

政

するための活動や安全

策

で安心な環境づくりを

に

目指します

。

(２) 

影

この政策が令和 8年

響

度に特に力を入れて取

す

り組む事（重点課題）

る

・多様な「つながり」

社

や「かかわり」が広が

会

り持続可能な地域づく

環

りが展開できるよう、

境

市民主体の活動を支援

変

します。

・市民や関係

化

団体、企業等の連携に

３

よる地域防災力の強化

．

、啓発活動による防災

政

・防犯意識の醸成によ

策

り、地域の安全で安

心

の

な環境づくりを推進し

実

ます。

・市民や関係団

現

体、企業等の連携によ

に

る地球温暖化対策及び

向

環境に配慮したライフ



政    策 :

担当部長職・氏名

(３) 所管施策別事業費計画表
施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)

様式Ａ 最終更新日：令和  8年 2月 4日 3頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０１ やさしさと絆で結ばれた、みんなで支え合い共に行動するまち

市民環境部長  高橋　克周

令和 8年度 令和 9年度 令和10年度令和 8年度 令和 9年度 令和10年度 令和11年度

01010100  つながり支え合う、市民主体の地域づくり
1

297,151 285,709 4.0 272,243 264,273 269,213 1,102,880

01010200  安全で安心できるまちづくり
1

830,211 795,246 4.4 988,295 2,226,973 830,758 4,876,237

01010300  自然と共生し、資源を大切にする生活環境づくり
1

1,337,725 1,305,760 2.4 1,579,590 1,701,078 1,822,095 6,440,488

01010400  環境変化に対応し、安心で信頼される窓口づくり
1

73,969 81,572 △9.3 59,972 60,492 61,052 255,485



てられていると感じている人の割合

2 80 81 82 83 83 -
％ 79

80.6 0 - - - 0.0

02010100  健康意識と行動を変える健康づくりの総合企画

自身が心身ともに元気と感じている人の割合
1

57 58 59 59 59 -
％ 56.3

60.3 0 - - - 0.0

02010200  こどもが安心して暮らせる環境づくり

子ども達が不安なく暮らせると感じている人の割合
2

33 36 39 42 42 -
％ 28.3

27.3 0 - - - 0.0

02010200  こどもが安心して暮らせる環境づくり

子育ての悩みや不安を相談できる人がいる（いた）人の割合
3

76 78 80 82 82 -
％ 73.5

83 0 - - - 0.0

02010300  妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援体制の強化

こどもが大切に育てられていると感じている人の割合
4

80 81 82 83 83 -
％ 79

80.6 0 - - - 0.0

02010300  妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援体制の強化

子育ての悩みや不安を相談できる人がいる（いた）割合
5

76 78 80 82 82 -
％ 73.5

83 0 - - - 0.0

02010400  安心して暮らせる社会保険制度の推進

自身が心身ともに元気と感じている人の割合
6

57 58 59 59 59 -
％ 56.3

60.3 0 - - - 0.0

政    策 :

担当部長職・氏名

１．政策の実現状況を明らかにする

(２) 政策に関連する指標の状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No 政 策 関 連 指 標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 政策を構成する施策及び関連する指標の状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 関 連 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ａ 最終更新日：令和  8年 1月30日 1頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０２ こどもから大人まで安心して暮らし、健やかに成長できるまち

健康こども部長  猿舘　睦子

(1)この政策が前期基本計画期間で目指すまちの姿と、基本構想が目指す状態との関連
【この政策が前期基本計画期間で目指すまちの姿】

「心身の健康」は誰もが望むことであり、いくつになっても健康に関心を持ち、身体的、精神的に成長することで生きがい

づくりにもつながります。また、未来を担うこどもの健やかな成長は、保護者はもちろん、地域全体の願いです。地域で子

育てを支える機運を高め寛容性の向上を図ることは、社会全体が成長していくことでもあります。このように、すべての年

代の人が安心して暮らし、健康で成長できるまちを目指します。

【基本構想が目指す状態（やさしさに包まれた滝沢）との関連】

「こどもから大人まで安心して暮らし、健やかに成長できるまち」の実現を通して、市民の生活の基盤である心身の健康の

保持増進が図られます。また、子どもを安心して産み育てられる環境や家庭や地域が一体となって子どもの成長を後押しで

きる環境が育まれます。

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 9年度

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 9年度

指
標
１

自身が心身ともに元気と感じている人の割合

1 57 58 59 59 59 -
％ 56.3

60.3 0 - - - 0.0

指
標
２

こどもが大切に育



政    策 :

担当部長職・氏名

(３) 政策を構成する施策及び関連する指標の状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 関 連 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ａ 最終更新日：令和  8年 1月30日 2頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０２ こどもから大人まで安心して暮らし、健やかに成長できるまち

健康こども部長  猿舘　睦子

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 9年度

02010400  安心して暮らせる社会保険制度の推進

老後が不安なく暮らせると感じている人の割合
7

16.7 17.2 17.7 18.2 18.2 -
16.2

19.1 0 - - - 0.0



け

の高い育ちの環境の提

た

供に取り組みます。ま

取

た、放課後児童クラブ

組

の環境改善と地域資源

を

を活用した放課後の居

決

場所の検討を進めます

定

。

・安心して妊娠・出

す

産・子育てに臨むこと

る

ができるよう産後ケア

様

などの支援体制の充実

式

を図ります。また、5

Ａ

歳児健診の実

施により

最

、幼児の健康の保持・

終

増進と就学に向けての

更

切れ目ない支援の充実

新

を図ります。

・安心し

日

て医療を受けるための

：

医療費給付事業の充実

令

を図ります。

和  8年 1月30日 3頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０２ こどもから大人まで安心して暮らし、健やかに成長できるまち

健康こども部長  猿舘　睦子

「こどもから大人まで安心して暮らし、健やかに成長できるまち」の実現を目指し、健康づくりを支える環境づくりや安心

して妊娠・出産・子育てができる環境づくり、安心して暮らせる社

政

会保険制度の推進に取

 

り組んできました。少

 

子高齢化の

進行、健康

 

寿命延伸のための健康

 

づくりの重要性、多様

策

な保育ニーズやこども

:

の居場所づくりの必要

担

性、課題を抱える家庭

当

への包括的支援の重要

部

性等を踏まえ、引き続

長

き、各施策の取組を推

職

進していくことが必要

・

です。

・岩手県の健康

氏

寿命は全国の中で最も

名

短く人生100年時代

２

を迎え、健康寿命の延

．

伸は重要な健康課題と

政

なっています。この

中

策

において、生活習慣病

の

の予防・重症化予防の

実

取組や心身の健康づく

現

りの実践は、重要とな

に

っています。

・仕事と

向

育児・介護の両立、定

け

年延長、高齢者の就労

た

拡大などにより社会の

現

多様化が更に進みます

状

。

・女性の就業率や育

を

児休業制度の活用の増

認

加により、幼児教育・

識

保育のニーズは高まる

す

一方、出生数は減少の

る

見込みである

ことから

(

、多様な保育ニーズや

１

サービスの必要量の把

)

握に努め、必要な施設

 

整備や既存施設の活用

政

等の検討が必要です。

策

・多様な家庭環境によ

の

り課題を抱える家庭が

進

増加傾向にあり、包括

捗

的支援の重要性が更に

状

高まっています。

・県

況

内市町村では、こども

分

にかかる医療費の無償

析

化が進んでいます。

(

(

１) 政策が、令和 

２

6年度から令和 9年

)

度までの４年間で取り

 

組む事（前期基本計画

政

期間内の取組）
・市民

策

の健康づくり意識の醸

に

成を図ります。

・多様

影

な子育て支援サービス

響

の質と量の充実を図り

す

ます。

・妊娠期から子

る

育て期までの切れ目の

社

ない相談・支援を実施

会

します。

・医療制度の

環

適正かつ円滑な運営を

境

実施します。

(２) 

変

この政策が令和 8年

化

度に特に力を入れて取

３

り組む事（重点課題）

．

・受診しやすい健（検

政

）診の仕組みづくりと

策

受診率の向上に取り組

の

みます。また、健康づ

実

くりを支える環境を活

現

用し、運動

の習慣化を

に

図り、健康づくりを推

向

進します。

・多様で質



政    策 :

担当部長職・氏名

(３) 所管施策別事業費計画表
施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)

様式Ａ 最終更新日：令和  8年 1月30日 4頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０２ こどもから大人まで安心して暮らし、健やかに成長できるまち

健康こども部長  猿舘　睦子

令和 8年度 令和 9年度 令和10年度令和 8年度 令和 9年度 令和10年度 令和11年度

02010100  健康意識と行動を変える健康づくりの総合企画
1

321,531 297,776 8.0 320,736 319,296 319,117 1,280,680

02010200  こどもが安心して暮らせる環境づくり
1

5,060,820 5,011,688 1.0 5,049,898 5,043,323 5,133,522 20,287,563

02010300  妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援体制の強化
1

246,619 263,177 △6.3 246,599 245,995 245,995 985,208

02010400  安心して暮らせる社会保険制度の推進
1

5,793,012 5,460,069 6.1 5,800,790 5,934,610 5,958,121 23,486,533



がいがある方の社会参加が進んでいると感じている人の割合
2

22.5 23 23.5 24 24 -
％ 22

23 0 - - - 0.0

03010200  生活困窮者が安定した暮らしができるようにするための支援の推進

滝沢市はみんなが支えあうことで地域の課題を解決できる市だと思っている人の割合
3

43 43.5 44 45 45 -
％ 42.9

41.5 0 - - - 0.0

03010300  自分らしく暮らせる長寿社会の実現

老後が不安なく暮らせると感じている人の割合
4

16.7 17.2 17.7 18.2 18.2 -
％ 16.2

19.1 0 - - - 0.0

03010400  高齢者が地域で暮らし続けられるための支援の推進

老後が不安なく暮らせると感じている人の割合
5

16.7 17.2 17.7 18.2 18.2 -
％ 16.2

19.1 0 - - - 0.0

政    策 :

担当部長職・氏名

１．政策の実現状況を明らかにする

(２) 政策に関連する指標の状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No 政 策 関 連 指 標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 政策を構成する施策及び関連する指標の状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 関 連 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ａ 最終更新日：令和  8年 1月22日 1頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０３ 誰もが自分らしい暮らしと生きがいをもてるまち

福祉部長  勝田　裕征

(1)この政策が前期基本計画期間で目指すまちの姿と、基本構想が目指す状態との関連
【この政策が前期基本計画期間で目指すまちの姿】

人びとの暮らしや地域のあり方が多様化している中、地域に生きる一人一人が尊重され、多様な経路で社会とつながり参画

することで、その生きる力や可能性を最大限に発揮できる「地域共生社会」の実現を目指します。

【基本構想が目指す状態（やさしさに包まれた滝沢）との関連】

助け合いながら暮らしていくことのできるまちの構築により、自分らしい暮らしと一人一人の生きがいや役割をもてる地域

社会を実現します。

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 9年度

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 9年度

指
標
１

老後が不安なく暮らせると感じている人の割合

1 16.7 17.2 17.7 18.2 18.2 -
％ 16.2

19.1 0 - - - 0.0

03010100  住民一人一人の暮らしと生きがい、地域をともに創っていく地域共生社会の実現

滝沢市はみんなが支えあうことで地域の課題を解決できる市だと思っている人の割合
1

43 43.5 44 45 45 -
％ 42.9

41.5 0 - - - 0.0

03010100  住民一人一人の暮らしと生きがい、地域をともに創っていく地域共生社会の実現

障



けた取組を決定する

様式Ａ 最終更新日：令和  8年 1月22日 2頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０３ 誰もが自分らしい暮らしと生きがいをもてるまち

福祉部長  勝田　裕征

人口減少・少子高齢化がさらに進展し、経済情勢の変化や個人の価値観の多様化、グローバル化などにより、家族機能の低

下や地縁・血縁・社縁による助け合い機能も低下する中、分野ごとの「縦割り」の制度

政

では複合化・複雑化し

 

た生活課題へ

の対応が

 

困難となってきていま

 

す。誰もが住み慣れた

 

地域で安心して暮らし

策

ていくために、包括的

:

相談支援と支え合う地

担

域

づくりを推進するこ

当

とが必要です。

・地域

部

で支えあいや助け合い

長

などの相互扶助機能の

職

衰退、地域並びに家族

・

間の連帯意識の低下が

氏

みられます。

・物価高

名

騰等の影響から経済情

２

勢悪化の要因があるた

．

め、就労収入の減少に

政

よる生活困窮者が今後

策

増加していくことが想

の

定

されます。

・団塊ジ

実

ュニア世代が６５歳以

現

上になる２０４０年も

に

見据えたサービス基盤

向

、人的基盤を整備し、

け

地域共生社会の実現に

た

向

けた取組などを推進

現

し、地域包括ケアシス

状

テムの深化、推進に向

を

けた施策の展開を図る

認

必要があります。

・人

識

口減少による担い手の

す

不足が懸念されます。

る

(１) 政策が、令和

(

 6年度から令和 9

１

年度までの４年間で取

)

り組む事（前期基本計

 

画期間内の取組）
・包

政

括的な相談支援体制の

策

構築や福祉サービス等

の

の充実を図ります。

・

進

関係機関との連携によ

捗

る生活保護受給者への

状

支援の強化に取り組み

況

ます。

・高齢者が尊厳

分

を保持し能力に応じ自

析

立して生活できる取組

(

を推進します。

・地域

２

包括支援センターの機

)

能強化に取り組みます

 

。

(２) この政策が

政

令和 8年度に特に力

策

を入れて取り組む事（

に

重点課題）
・地域共生

影

社会の実現に向けて、

響

重層的支援体制整備事

す

業を進めます。

・障が

る

いのある人が地域等で

社

安心して暮らせるよう

会

、支援体制づくりを進

環

めます。

・生活保護を

境

はじめとした生活に困

変

窮されている方の支援

化

体制を強化します。

・

３

高齢者が住み慣れた地

．

域で安心して暮らせる

政

よう、地域包括ケアシ

策

ステムを深化させます

の

。

実現に向



政    策 :

担当部長職・氏名

(３) 所管施策別事業費計画表
施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)

様式Ａ 最終更新日：令和  8年 1月22日 3頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０３ 誰もが自分らしい暮らしと生きがいをもてるまち

福祉部長  勝田　裕征

令和 8年度 令和 9年度 令和10年度令和 8年度 令和 9年度 令和10年度 令和11年度

03010100  住民一人一人の暮らしと生きがい、地域をともに創っていく地域共生社会の実現
1

1,738,030 1,515,544 14.7 1,832,158 1,930,669 2,036,692 7,537,549

03010200  生活困窮者が安定した暮らしができるようにするための支援の推進
1

693,318 675,189 2.7 698,596 699,875 704,793 2,796,582

03010300  自分らしく暮らせる長寿社会の実現
1

4,530,150 4,393,981 3.1 4,647,482 4,787,214 4,955,314 18,920,160

03010400  高齢者が地域で暮らし続けられるための支援の推進
1

131,384 126,929 3.5 131,410 129,287 129,301 521,382



している若者が多いまちであると感じている人の割合

2 21.3 22.2 23.1 24 24 -
％ 20.4

19.2 0 - - - 0.0

04010100  連携による観光産業の創出及び競争力のある物産振興と安心して働く環境の整備

滝沢市の地場産品をよく買っている人の割合
1

46.5 47 50 51 51 Ｂ
％ 45.7

43.4 0 - - - 0.0

04010100  連携による観光産業の創出及び競争力のある物産振興と安心して働く環境の整備

滝沢市に愛着がある人の割合
2

70.5 72 73.5 75 75 Ａ
％ 68.9

71.3 0 - - - 0.0

04010200  ＩＣＴ関連を中心とした産業集積の促進と産学官連携による人材育成、地域産業の活性化

市の特色を活かした産業があると感じている人の割合
3

26.5 27.3 28.1 30 30 -
％ 25.7

24.7 0 - - - 0.0

04010300  多様な連携による若者が活躍できる環境づくりと価値創造

活躍している若者が多いまちであると感じている人の割合
4

21.3 22.2 23.1 24 24 -
％ 20.4

19.2 0 - - - 0.0

04010400  新たな担い手育成や環境保全による持続可能な農林水産業の推進

農業の担い手がいると感じる人の割合
5

7.9 8.6 9.3 10 10 -
％ 7.2

8.9 0 - - - 0.0

04010400  新たな担い手育成や環境保全による持続可能な農林水産業の推進

地場産品が広く販売されていると感じる人の割合
6

40.7 42.2 43.6 45 45 -
％ 39.2

38.9 0 - - - 0.0

政    策 :

担当部長職・氏名

１．政策の実現状況を明らかにする

(２) 政策に関連する指標の状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No 政 策 関 連 指 標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 政策を構成する施策及び関連する指標の状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 関 連 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ａ 最終更新日：令和  8年 1月26日 1頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０４ 様々な産業の活性化が繋がり広がるまち

経済産業部長  木下 昇三

(1)この政策が前期基本計画期間で目指すまちの姿と、基本構想が目指す状態との関連
【この政策が前期基本計画期間で目指すまちの姿】

地域の産業に関わる方々が活動しやすい、挑戦しやすい環境をつくることで、1次産業、2次産業、3次産業など様々な分野

において産業の活性化に繋がる取組が生まれ、これら一つ一つの取組を繋ぐことで、連携が生まれ、分野を超える大きな産

業の活性化へと広がるまちを目指します。

【基本構想が目指す状態（やさしさに包まれた滝沢）との関連】

「様々な産業の活性化が繋がり広がるまち」は、一つ一つの産業の活性化の取組が繋がりをつくることで大きな活性化に繋

げることを目指しており、その過程においては、繋がりが重要となっていることから、繋がりを後押しする取組を強化する

ことで基本構想が目指す状態を目指します。また、産業の活性化は地域の雇用に繋がり、所得面でのセーフティネットの堅

持に繋がることから、基本構想が目指す状態の基盤をつくるものとなります。

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 9年度

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 9年度

指
標
１

現在の仕事に満足している人の割合

1 49.5 50.5 51.5 53 53 -
％ 48.5

51.9 0 - - - 0.0

指
標
２

活躍



け

躍できる環境づくりと

た

価値の創造。

・新たな

取

担い手育成や環境保全

組

による持続可能な農林

を

水産業の推進。

(２)

決

 この政策が令和 8

定

年度に特に力を入れて

す

取り組む事（重点課題

る

）
・チャグチャグ馬コ

様

の維持保存への取組と

式

地域資源を活かした観

Ａ

光メニューの開発。

・

最

市内事業者との連携に

終

よる地域産品の開発と

更

ふるさと納税返礼品へ

新

の活用。雇用確保のた

日

めのマッチング事業の

：

開催。

・イノベーショ

令

ンパーク拡張のための

和

基本計画に基づく事業

 

推進、県立大学の企業

 

学群構想を中心とした

8

連携強化。

・経済活動

年

継続のための若者をは

 

じめとした人材育成強

1

化、分野や地域を超え

月

た取組への挑戦。

・学

2

生との連携、移住定住

6

事業の継続。「学生と

日

企業」や「学生と地域

2

」などの連携・交流推

頁

進。

・若者との交流機

前

会の創出による若者発

期

の事業の実施と支援。

基

・地域計画に基づき法

本

人を中心とした地域農

計

業のの活性化。多様な

画

担い手の発掘と育成の

 

推進。

・森林環境譲与

令

税を活用した具体的な

和

森林の適正管理の取組

　

の実施。

８年度 政策方針書

０４ 様々な産業の活性化が繋がり広がるまち

経済産業部長  木下 昇三

国際情勢の変化、長引く燃料、資材等の物価高騰、人口減少による人材不足、働き方改革や賃上げへの取組など、滝沢市内

の企業、農林業者も大きな影響を受けており、政策目標への取組以外にも様々な取組が求め

政

られ、政策の進捗状況

 

について

も大きな影響

 

を受けております。

そ

 

のような中、観光物産

 

分野では、一般社団法

策

人滝沢市観光物産協会

:

との連携のほか様々な

担

組織等との連携の模索

当

、企業振

興分野では、

部

イノベーションセンタ

長

ー、パークへの企業進

職

出、拡張、産業振興条

・

例に基づく事業の推進

氏

、若者活躍推進では

、

名

市内大学の学生等の様

２

々な取組の拡大、農林

．

業分野では、地域計画

政

の策定、農地中間管理

策

事業の推進などの取組

の

や地域農

業の継続や担

実

い手確保のための法人

現

化など基盤となる取組

に

は進んでおり、今後は

向

、これらの産業の基盤

け

を活用し、かつ、連

携

た

を促進しながら地域経

現

済の活性化に繋がる取

状

組を推進することが重

を

要となっています。

国

認

際情勢の変化、円安傾

識

向の継続、長引く原材

す

料やエネルギーの価格

る

高騰、人口減少による

(

人材不足や働き方改革

１

の推進、

賃上げへの取

)

組など様々な事案が広

 

く企業や農林業者に影

政

響し、長引いておりま

策

す。

このような影響は

の

今後も続くことが考え

進

られ、特にも「人材不

捗

足」については、企業

状

や農林業の継続に大き

況

な影響を与える

要素と

分

考えられ、人口減少の

析

中で、今後さらに顕著

(

に表れる課題と考えら

２

れ対策が必要となりま

)

す。これらに対応する

 

ため

には、ＩＴ、デジ

政

タル技術、ＡＩの活用

策

によるビジネスモデル

に

の変革が必要であり、

影

生産性の向上と、分野

響

や地域を横断し

たさら

す

なる連携を模索するな

る

ど大きな変化が求めら

社

れています。

(１) 

会

政策が、令和 6年度

環

から令和 9年度まで

境

の４年間で取り組む事

変

（前期基本計画期間内

化

の取組）
・連携による

３

観光産業の創出及び競

．

争力のある物産振興と

政

安心して働く環境の整

策

備。

・ＩＣＴ関連を中

の

心とした産業集積の促

実

進と産学官連携による

現

人材育成、地域産業の

に

活性化の推進。

・多様

向

な連携による若者が活



政    策 :

担当部長職・氏名

(３) 所管施策別事業費計画表
施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)

様式Ａ 最終更新日：令和  8年 1月26日 3頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０４ 様々な産業の活性化が繋がり広がるまち

経済産業部長  木下 昇三

令和 8年度 令和 9年度 令和10年度令和 8年度 令和 9年度 令和10年度 令和11年度

04010100  連携による観光産業の創出及び競争力のある物産振興と安心して働く環境の整備
1

154,826 141,132 9.7 156,920 156,920 156,920 625,586

04010200  ＩＣＴ関連を中心とした産業集積の促進と産学官連携による人材育成、地域産業の活性化
1

155,885 179,683 △13.2 411,214 920,046 1,120,046 2,607,191

04010300  多様な連携による若者が活躍できる環境づくりと価値創造

18,035 18,573 △2.9 14,470 12,437 12,437 57,379

04010400  新たな担い手育成や環境保全による持続可能な農林水産業の推進
1

283,355 816,946 △65.3 237,668 233,161 233,106 987,290



3
71.6 0 - - - 0.0

05010100  活力ある都市づくりの推進

滝沢市は住みやすい市だと感じている人の割合
1

69 70 71 72 72 -
％ 68.3

71.6 0 - - - 0.0

05010200  計画的な道路整備と維持管理の推進

交通事故発生件数
2

41 41 41 41 41 -
件以下 41

42 0 - - - 0.0

05010300  河川及び公園の計画的な整備・改修と維持管理の推進

災害に強いまちだと感じている人の割合
3

47 47.6 48.2 48.8 48.8 -
％ 46.4

44 0 - - - 0.0

05010400  上下水道事業の健全かつ持続可能な経営と理解促進のための情報発信

経営資本営業利益率（水道）
4

0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 -
％ 1.1

1.2 0 - - - 0.0

05010400  上下水道事業の健全かつ持続可能な経営と理解促進のための情報発信

経費回収率（下水道）
5

100 100 100 100 100 -
％ 99.6

99.6 0 - - - 0.0

05010500  安心・安全かつ強靭な上下水道施設の整備と自然環境保全及び水循環の推進

滝沢市の水道水がおいしいと感じている人の割合
6

79 80 81 82 82 -
％ 73.3

71.7 0 - - - 0.0

政    策 :

担当部長職・氏名

１．政策の実現状況を明らかにする

(２) 政策に関連する指標の状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No 政 策 関 連 指 標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 政策を構成する施策及び関連する指標の状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 関 連 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ａ 最終更新日：令和  7年11月14日 1頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０５ ひとにやさしく、誰もが快適かつ安全・安心に暮らせるまち

都市整備部長  佐藤　勝之

上下水道部長　古前田　聡

(1)この政策が前期基本計画期間で目指すまちの姿と、基本構想が目指す状態との関連
【この政策が前期基本計画期間で目指すまちの姿】

市民の理解や共感を得ながら、豊かな自然と調和のとれた生活基盤の整備や維持を計画的に行うことにより、ひとにやさし

く、快適で安全・安心に暮らすことができる住みやすいまちづくりを目指します。

【基本構想が目指す状態(やさしさに包まれた滝沢)との関連】

「ひとにやさしく、快適で安全・安心に暮らすことができる住みやすいまち」の実現は、市民生活の基盤である住みやすい

住環境を維持することを指しており、そのために市は、地域が抱える課題に対して「かかわり」を持ち後押しします。また

協働除雪や互助輸送、自然環境保全による水資源保護等の市民が主体となり得る活動を支援することにより、持続可能な地

域づくりへの意識の高まり、更には、かかわりによる市民主体の活動環境づくりを醸成し、地域づくりの基盤となるセーフ

ティネットの堅持に繋がります。

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 9年度

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 9年度

指
標
１

滝沢市は住みやすい市だと感じている人の割合

1 69 70 71 72 72 -
％ 68.



け

対策計画」に基づき各

た

施策を展開し、良好な

取

住環境の維持を図りま

組

す。

・市民や盛岡広域

を

市町、関係機関と連携

決

して「盛岡都市圏地域

定

公共交通計画」に基づ

す

き、持続可能な地域公

る

共交通に向けて

利用促

様

進を図ります。

・市民

式

の安全・安心、防災・

Ａ

減災を図るために道路

最

整備と修繕、河川の改

終

修事業を継続的に推進

更

してまいります。

・協

新

働除雪など市民に協働

日

することの理解を深め

：

るとともに、必要性や

令

効果について情報を発

和

信します。

・都市基盤

 

整備に関連する研修会

 

等へ職員の参加を積極

7

的に進め、人材の育成

年

や技術の継承を図りま

1

す。

・上下水道施設の

1

中長期の改築・更新計

月

画を策定します。

・料

1

金、使用料収入の減少

4

と更新需要の増加を見

日

込んで、適正な水道料

2

金、下水道使用料継続

頁

のため、定期的な検証

前

と、必

要に応じて見直

期

しを行います。

・上下

基

水道事業への市民の理

本

解促進と参画意識醸成

計

のため広聴広報の充実

画

を図り、安定的事業運

 

営及び大規模災害等緊

令

急時

の対策を推進しま

和

す。

・技術継承のため

　

の人材育成を行います

８

。

(２) この政策が

年

令和 8年度に特に力

度

を入れて取り組む事（

 

重点課題）
・中心拠点

政

の形成に向けて関係す

策

る機関との連携調整及

方

び防災・減災に資する

針

道路として第1先古川

書

線の整備を推進します

０

。また、福祉バスと患

５

者輸送バスを再編し、

ひ

利用しやすく持続可能

と

な公共交通網の構築を

に

推進します。

・良好な

や

住環境の形成に向けて

さ

、滝沢総合公園及び一

し

般公園の長寿命化計画

く

に基づき改修を実施し

、

ます。また空家等対策

誰

計

画に基づく施策を展

も

開します。

・準用河川

が

仁沢瀬川改修事業の推

快

進や国直轄事業、県事

適

業の砂防施設整備の早

か

期完了を目指し連携し

つ

て事業を推進します。

安

・市民と除雪業者、行

全

政が連携し、持続可能

・

な除雪体制の構築を推

安

進します。

・策定した

心

水道施設更新計画に沿

に

った事業を推進し、管

暮

路更新を継続して実施

ら

します。

・下水道事業

せ

経営戦略を改定し、下

る

水道使用料の在り方に

ま

ついては市民に理解が

ち

得られるように周知し

都

ます。

市整備部長  佐藤　勝之

上下水道部長　古前田　聡

中心拠点商業地区の整備については、開発事業者が市のコンセプトに基づき、快適かつ安全・安心に暮らせるまちづくりに

向けた整備が進められております。公共交通

政

対策については、公共

 

交通小需要地域や運転

 

手不足等の対策など持

 

続可能な公

共交通の在

 

り方について、市民や

策

盛岡広域市町、関係機

:

関とともに検討してま

担

いります。

市民主体に

当

よる地域づくりを支え

部

、誰もが快適かつ安全

長

・安心に暮らせるまち

職

実現のためには、上下

・

水道は欠かすことので

氏

きない重要なインフラ

名

であり、安定的な事業

２

の継続が求められてい

．

ます。上下水道事業の

政

現状の課題は「更新需

策

要の増大」

「料金・使

の

用料収入の減少」「技

実

術の継承」であり、こ

現

の課題解決と安定的事

に

業経営継続のため、「

向

第３次水道事業ビジョ

け

ン」「第３次滝沢市水

た

道事業中期経営計画（

現

前期）」及び「下水道

状

事業経営戦略」を推進

を

し、水道施設更新計画

認

の策定、下

水道事業計

識

画の変更により、計画

す

的な事業運営を進めま

る

す。

・補助金・交付金

(

の減少、少子高齢化の

１

進展などにより、市民

)

と行政が協働して事業

 

を推進する体制づくり

政

が必要です。

・世界情

策

勢の不安定や世界的な

の

資源不足、円安、物価

進

高騰などから土木・建

捗

設業界も環境の変化や

状

大きな負担が強いられ

況

て

おります。また、人

分

手不足や高齢化に伴う

析

オペレーターの確保に

(

ついて注視する必要が

２

あります。

・全国各地

)

で地震や台風、局地的

 

な大雨など自然災害に

政

より大きな被害が発生

策

しており、災害時にお

に

ける応急対応及びライ

影

フラインの確保に対す

響

るニーズがより高まっ

す

ています。

・人口減少

る

による有収水量の減少

社

により、水道料金及び

会

下水道使用料収入が減

環

少傾向にあります。

(

境

１) 政策が、令和 

変

6年度から令和 9年

化

度までの４年間で取り
３

組む事（前期基本計画
．

期間内の取組）
・中心

政

拠点形成について、市

策

のコンセプトのもと開

の

発事業者と協議を進め

実

、市民の利便性の向上

現

と雇用の創出に努めま

に

す。

・空き家問題につ

向

いて、「滝沢市空家等



政    策 :

担当部長職・氏名

(３) 所管施策別事業費計画表
施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)

様式Ａ 最終更新日：令和  7年11月14日 3頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０５ ひとにやさしく、誰もが快適かつ安全・安心に暮らせるまち

都市整備部長  佐藤　勝之

上下水道部長　古前田　聡

令和 8年度 令和 9年度 令和10年度令和 8年度 令和 9年度 令和10年度 令和11年度

05010100  活力ある都市づくりの推進
1

83,545 110,130 △24.1 168,863 146,363 135,975 534,746

05010200  計画的な道路整備と維持管理の推進
1

963,340 905,297 6.4 1,154,323 1,077,169 1,118,146 4,312,978

05010300  河川及び公園の計画的な整備・改修と維持管理の推進
1

273,944 280,230 △2.2 435,465 415,465 415,465 1,540,339

05010400  上下水道事業の健全かつ持続可能な経営と理解促進のための情報発信
1

625,886 363,465 72.2 590,192 577,188 584,380 2,377,646

05010500  安心・安全かつ強靭な上下水道施設の整備と自然環境保全及び水循環の推進
2

761,876 904,300 △15.7 901,645 890,607 785,010 3,339,138



14 15 16 17 17 -
％ 13.8

14.2 0 - - - 0.0

06010100  安全安心でいきいきと学習できる教育基盤の充実

子ども達が不安なく暮らせると感じている人の割合
1

33 36 39 42 42 -
％ 28.3

27.3 0 - - - 0.0

06010100  安全安心でいきいきと学習できる教育基盤の充実

子ども達が生き生きとしていると感じている人の割合
2

43 44 44 45 45 -
％ 42.6

39.7 0 - - - 0.0

06010200  「生きる力」を育む学校教育の充実

５年生までに受けた授業で、課題の解決に向けて、自分で考え、自分で取り組んでいた児童の割合（小学校）
3

81 81 81 81 81 -
％以上 81

80.6 0 - - - 0.0

06010200  「生きる力」を育む学校教育の充実

１、２年生の時に受けた授業で、課題の解決に向けて、自分で考え、自分で取り組んでいた生徒の割合（中学校）
4

87 87 87 87 87 -
％以上 87

81.7 0 - - - 0.0

06010300  生涯にわたる学びの支援とスポーツの推進

滝沢市はみんなが支えあうことで地域の課題を解決できる市だと思っている人の割合
5

43 43.5 44 45 45 -
％ 42.9

41.5 0 - - - 0.0

06010400  文化に親しみ学ぶ環境の充実と文化芸術の振興

滝沢市芸術祭・郷土芸能まつりの入場者数
6

2,680 2,740 2,800 2,850 2,850 -
人以上 2,642

2,730 0 - - - 0.0

政    策 :

担当部長職・氏名

１．政策の実現状況を明らかにする

(２) 政策に関連する指標の状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No 政 策 関 連 指 標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 政策を構成する施策及び関連する指標の状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 関 連 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ａ 最終更新日：令和  8年 1月21日 1頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０６ 学びにより充実した人生を送ることができるまち

教育次長  久保　雪子

(1)この政策が前期基本計画期間で目指すまちの姿と、基本構想が目指す状態との関連
【この政策が前期基本計画期間で目指すまちの姿】

市民の誰もが生涯にわたりそれぞれのステージで学ぶことができる環境が整っていることは、充実した人生を送るうえで重

要です。そのために、子どもたちの学習環境をはじめ、すべての世代が教育や文化によって心豊かに暮らすことができる環

境の充実を図ることで、市民一人一人が充実した人生を送ることができるまちを目指します。

【基本構想が目指す状態（やさしさに包まれた滝沢）との関連】

「学びにより充実した人生を送ることができるまち」の実現を通じて、市民が主体的に学ぶことができる環境や学んだこと

が地域に生かされる「学びの好循環」が生まれ、かかわりによる市民主体活動を後押しできる環境が育まれます。また、安

全・安心な教育環境の充実が図られ、学びの基盤づくりにつながります。

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 9年度

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 9年度

指
標
１

子どもの教育について、学校、家庭、地域の連携があると感じている人の割合

1 60 61 62 63 63 -
％ 59

63.1 0 - - - 0.0

指
標
２

趣味や特技を披露できる機会が地域にある人の割合

2



政    策 :

担当部長職・氏名

(３) 政策を構成する施策及び関連する指標の状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 関 連 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ａ 最終更新日：令和  8年 1月21日 2頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０６ 学びにより充実した人生を送ることができるまち

教育次長  久保　雪子

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 9年度

06010400  文化に親しみ学ぶ環境の充実と文化芸術の振興

趣味や特技を披露できる機会が地域にある人の割合
7

14 15 16 17 17 -
％ 13.8

14.2 0 - - - 0.0

06010500  望ましい食習慣を育む学校給食の充実

給食食材に占める地場農産物の使用割合
8

46 46 46 46 46 -
％ 45

45.2 0 - - - 0.0



け

度に特に力を入れて取

た

り組む事（重点課題）

取

・姥屋敷小中学校の統

組

合に関し、児童生徒が

を

充実した学校生活を送

決

れるよう、通学環境及

定

び教育環境を整備しま

す

す。

・児童生徒が安全

る

安心でいきいきと学習

様

できるよう、学校教育

式

の環境整備を行います

Ａ

。

・郷土を愛する心を

最

育む「滝沢魅力学」を

終

展開するとともに、主

更

体的・対話的で深い学

新

びを推進します。

・リ

日

カレント教育の推進や

：

体験活動の充実を図る

令

とともに、スポーツ施

和

設等の環境整備を行い

 

ます。

・伝統文化や芸

 

術の振興につながる場

8

の提供と、滝沢の魅力

年

を再発見できるよう郷

 

土資料の充実を図りま

1

す。

・安全安心で栄養

月

バランスのとれた給食

2

を提供するため、適切

1

に食材を調達するとと

日

もに調理環境の向上を

3

図ります。

頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０６ 学びにより充実した人生を送ることができるまち

教育次長  久保　雪子

政策に関連する指標である「子どもの教育について、学校・家庭・地域の連携があると感じている人の割合」は、令和3年

度に割合が大きく増加しました。これは、教育振興運動を基盤とした学校教育振興協議

政

会の地域学校協働活動

 

が展開された

成果と捉

 

えており、引き続き、

 

地域と連携・協働しな

 

がら活動を推進してい

策

く必要があると捉えて

:

います。また「趣味や

担

特

技を披露できる機会

当

が地域にある人の割合

部

」は、令和2年度まで

長

増加傾向にありました

職

が、新型コロナウィル

・

ス感染症の影

響から令

氏

和3年度に大きく減少

名

しました。その後は増

２

加傾向となっています

．

が、コロナ禍前の状態

政

を踏まえつつ、引き続

策

き

、多様な学びを地域

の

に活かす場を検討する

実

必要があると捉えてい

現

ます。

・多様化、複雑

に

化する社会に適応する

向

ため、子どもたちの「

け

生きる力」を育むこと

た

が求められています。

現

・少子化や施設の老朽

状

化が進む中、学校教育

を

の充実に向けた教育環

認

境の整備が求められて

識

います。

・児童生徒支

す

援、特別支援教育など

る

、教育課題が多様化、

(

複雑化、複合化してい

１

ます。

・デジタル化の

)

飛躍的進展に伴う教育

 

DX環境の充実が不可

政

欠となっています。

・

策

学校・家庭・地域が連

の

携・協働し、社会全体

進

で子どもたちの成長を

捗

支える社会が求められ

状

ています。

・伝統文化

況

の継承を通じた郷土理

分

解や魅力発見など、郷

析

土に対する誇りや愛着

(

を育むことが求められ

２

ています。

(１) 政

)

策が、令和 6年度か

 

ら令和 9年度までの

政

４年間で取り組む事（

策

前期基本計画期間内の

に

取組）
全ての世代を対

影

象とした、スポーツ・

響

文化芸術などを含めた

す

学びあいの場の創出や

る

、子どもたちの学校教

社

育環境の整備は、

心豊

会

かな生活を送るうえで

環

重要です。そのために

境

、人と社会とのつなが

変

りが感じられる「学び

化

あいの場」や、多種多

３

様な「

学びの場」を創

．

出します。また、未来

政

を担う子どもたちが伸

策

び伸びと学校生活を送

の

るために必要となる安

実

全安心な教育環境

を整

現

備し、学校教育の充実

に

を図ります。

(２) 

向

この政策が令和 8年



政    策 :

担当部長職・氏名

(３) 所管施策別事業費計画表
施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)

様式Ａ 最終更新日：令和  8年 1月21日 4頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０６ 学びにより充実した人生を送ることができるまち

教育次長  久保　雪子

令和 8年度 令和 9年度 令和10年度令和 8年度 令和 9年度 令和10年度 令和11年度

06010100  安全安心でいきいきと学習できる教育基盤の充実

1,018,217 596,223 70.8 876,920 962,995 1,084,985 3,943,117

06010200  「生きる力」を育む学校教育の充実

196,330 209,951 △6.5 198,737 235,872 215,153 846,092

06010300  生涯にわたる学びの支援とスポーツの推進

284,430 245,472 15.9 298,194 452,565 351,067 1,386,256

06010400  文化に親しみ学ぶ環境の充実と文化芸術の振興

93,078 96,653 △3.7 90,275 83,144 81,144 347,641

06010500  望ましい食習慣を育む学校給食の充実

564,723 550,520 2.6 592,959 663,606 683,736 2,505,024



割合

2 47.6 48.6 49.6 50.6 50.6 -
％ 46.6

47.4 0 - - - 0.0

07010100  新たな価値を創造できる職員の育成と行政体制の構築

職員の研修参加者数
1

800 805 810 815 815 -
人 786

855 0 - - - 0.0

07010100  新たな価値を創造できる職員の育成と行政体制の構築

滝沢市の行政サービスは良いと感じている人の割合
2

37.8 38.8 39.8 40.8 40.8 -
％ 36.8

34.4 0 - - - 0.0

07010200  行政経営による総合計画の推進

政策達成度(政策達成評価において【達成した】又は【概ね達成した】と評価した割合)
3

50 75 90 100 100 -
％ 0

100 0 - - - 0.0

07010200  行政経営による総合計画の推進

施策達成度(施策達成評価において【達成した】又は【概ね達成した】と評価した割合)
4

50 75 90 100 100 -
％ 0

100 0 - - - 0.0

07010300  たきざわの魅力発信による愛着づくり

滝沢市に愛着がある人の割合
5

70.5 72 73.5 75 75 -
％ 68.9

71.3 0 - - - 0.0

07010400  デジタル社会を見据えた情報システムの構築と運用

滝沢市の行政サービスは良いと感じている人の割合
6

37.8 38.8 39.8 40.8 40.8 -
％ 36.8

34.4 0 - - - 0.0

政    策 :

担当部長職・氏名

１．政策の実現状況を明らかにする

(２) 政策に関連する指標の状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No 政 策 関 連 指 標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 政策を構成する施策及び関連する指標の状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 関 連 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ａ 最終更新日：令和  8年 2月 4日 1頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０７ 新たな価値を創造する人材の育成と持続可能な行財政経営を進める部門

企画総務部長  熊谷　和久

税務部長兼会計管理者　正木　賢

(1)この政策が前期基本計画期間で目指すまちの姿と、基本構想が目指す状態との関連
【この政策が前期基本計画期間で目指すまちの姿】

市税の適正な賦課と公平な徴収を行うことで自主財源を確保するとともに、公金の適正な管理と運用を行うことで市政経営

の安定した基盤を確保します。また、多様な環境変化の中、「誰もが幸福を実感できる活力に満ちた地域」の実現に向け、

「市民生活の堅持」と「市民の行動を後押しできる環境整備」のため、滝沢の価値と未来を創造する人材の育成や経営資源

の確保と資源配分の最適化により、持続可能な行財政経営を進める部門を目指します。

【基本構想が目指す状態（やさしさに包まれた滝沢）との関連】

経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報）の確保と最適化により持続可能な行財政経営を堅持することが「やさしさに包まれた

滝沢」の実現に繋がります。

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 9年度

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 9年度

指
標
１

滝沢市の行政サービスは良いと感じている人の割合

1 37.8 38.8 39.8 40.8 40.8 -
％ 36.8

34.4 0 - - - 0.0

指
標
２

市役所の仕事は信頼できると感じている人の



信頼できると感じている人の割合
13

47.6 48.6 49.6 50.6 50.6 -
％ 46.6

47.4 0 - - - 0.0

07010800  市民に信頼される会計事務の実現

市役所の仕事は信頼できると感じている人の割合
14

47.6 48.6 49.6 50.6 50.6 -
％ 46.6

47.4 0 - - - 0.0

政    策 :

担当部長職・氏名

(３) 政策を構成する施策及び関連する指標の状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 関 連 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ａ 最終更新日：令和  8年 2月 4日 2頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０７ 新たな価値を創造する人材の育成と持続可能な行財政経営を進める部門

企画総務部長  熊谷　和久

税務部長兼会計管理者　正木　賢

令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 9年度

07010400  デジタル社会を見据えた情報システムの構築と運用

市役所の仕事は信頼できると感じている人の割合
7

47.6 48.6 49.6 50.6 50.6 -
％ 46.6

47.4 0 - - - 0.0

07010500  次世代につなげる財政運営

滝沢市の行政サービスは良いと感じている人の割合
8

37.8 38.8 39.8 40.8 40.8 -
％ 36.8

34.4 0 - - - 0.0

07010500  次世代につなげる財政運営

市役所の仕事は信頼できると感じている人の割合
9

47.6 48.6 49.6 50.6 50.6 -
％ 46.6

47.4 0 - - - 0.0

07010600  適正で効率的な課税事務の推進

市役所の仕事は信頼できると感じている人の割合
10

47.6 48.6 49.6 50.6 50.6 -
％ 46.6

47.4 0 - - - 0.0

07010700  市政経営のための確実な税財源の確保

一般税の収納率
11

98 98 98 98 98 -
％ 97.8

98.2 0 - - - 0.0

07010700  市政経営のための確実な税財源の確保

目的税の収納率
12

87 87 87 87 87 -
％ 86.1

86.9 0 - - - 0.0

07010700  市政経営のための確実な税財源の確保

市役所の仕事は



け

つつある電子取引を踏

た

まえた新たな手法につ

取

いて調査研究

組を決定する

様式Ａ 最終更新日：令和  8年 2月 4日 3頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０７ 新たな価値を創造する人材の育成と持続可能な行財政経営を進める部門

企画総務部長  熊谷　和久

税務部長兼会計管理者　正木　賢

目指すまちの姿に掲げる「滝沢の価値と未来を創造する人材の育成や経営資源の確保と資源配分の最適化」について、職員

の仕事に対するエンゲージ

政

メントの向上と、経営

 

資源の確保と資源配分

 

の把握について、部門

 

の枠を越えて職員が話

 

し合う

場面が作られ、

策

全庁的な取り組みとし

:

て動き出しています。

担

世界情勢の変化による

当

物価の高騰や、日本に

部

おける少子高齢化の進

長

行等により様々な影響

職

が生じています。市民

・

生活への支

援に必要な

氏

財源について、単年度

名

での国の施策に基づく

２

事業展開と中長期的な

．

視点での市の財政状況

政

を慎重に見極めた適切

策

な市政運営が求められ

の

ています。特にも全国

実

的な人件費の高騰は、

現

全ての分野に大きく影

に

響するものであり、持

向

続的な財政

運営を図る

け

為にも、事務事業の優

た

先順位について再度確

現

認をする必要がありま

状

す。

(１) 政策が、

を

令和 6年度から令和

認

 9年度までの４年間

識

で取り組む事（前期基

す

本計画期間内の取組）

る

職員のエンゲージメン

(

トに配慮した資質の向

１

上を図り、専門性の高

)

い知識の習得に努めな

 

がら、職場環境の整備

政

を図るとと

もに、デジ

策

タル技術やＡＩ等を活

の

用しながら行政ＤＸを

進

推進し、人的資源を行

捗

政サービスの更なる向

状

上に繋げていきます。

況

また、滝沢市の様々な

分

情報を多様な媒体で積

析

極的に発信することに

(

より、滝沢への愛着を

２

育む取組を推進し、市

)

の活動への

参画に繋げ

 

ていきます。

(２) 

政

この政策が令和 8年

策

度に特に力を入れて取

に

り組む事（重点課題）

影

・適正な人員配置によ

響

る働きやすい職場環境

す

の整備と人材育成方針

る

に基づく職員の育成

・

社

総合計画の確実な推進

会

・ヒト・モノ・コトを

環

つなぎ地域愛着の醸成

境

を図る取組の推進

・新

変

たなデジタル技術によ

化

る業務効率化や電子申

３

請などＤＸの推進

・公

．

共施設の改修、長寿命

政

化の推進

・基幹業務シ

策

ステムの標準化に関す

の

る取り組みと課税事務

実

の電子化の推進

・市税

現

を取り巻く情勢の変化

に

に応じた納めやすい納

向

税環境の整備

・広まり



7.1 54,204 54,204 54,204 223,109

07010800  市民に信頼される会計事務の実現
1

35,900 34,911 2.8 33,806 33,806 68,806 172,318

政    策 :

担当部長職・氏名

(３) 所管施策別事業費計画表
施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)

様式Ａ 最終更新日：令和  8年 2月 4日 4頁

前期基本計画 令和　８年度 政策方針書

０７ 新たな価値を創造する人材の育成と持続可能な行財政経営を進める部門

企画総務部長  熊谷　和久

税務部長兼会計管理者　正木　賢

令和 8年度 令和 9年度 令和10年度令和 8年度 令和 9年度 令和10年度 令和11年度

07010100  新たな価値を創造できる職員の育成と行政体制の構築
1

13,239 11,134 18.9 13,255 13,255 13,255 53,004

07010200  行政経営による総合計画の推進
2

1,690 2,923 △42.2 2,899 1,835 1,609 8,033

07010300  たきざわの魅力発信による愛着づくり
4

28,365 29,251 △3.0 28,158 28,158 28,158 112,839

07010400  デジタル社会を見据えた情報システムの構築と運用
3

547,615 407,278 34.5 159,647 148,060 148,560 1,003,882

07010500  次世代につなげる財政運営
5

48,269 3,319 +超過 98,044 95,736 99,482 341,531

07010600  適正で効率的な課税事務の推進
1

72,028 77,160 △6.7 95,761 88,992 74,318 331,099

07010700  市政経営のための確実な税財源の確保
1

60,497 96,159 △3


